
 
 

 

 
このたび「ANCHOR Ver.19」を発売する運びとなりましたので、ご案内申し上げます。 
下記の内容をご確認いただき、ぜひご購入をご検討くださいますようお願い申し上げます。 敬具 

 

 
令和 8 年度単価（令和 8 年 8 月時点）に対応。全項目をメーカー単価と照合し、反映しました。 

となりました（※弊社調べ）。 

機械損料について約 12～37％上昇しており、 。 

 

名称 Ver.18 Ver.19 上昇率  

ボーリングマシン損料 118,000 162,000 +37.3%  

グラウトポンプ損料 8.0kW 5,240 7,090 +35.3%  

グラウトポンプ損料 15.0kW 8,750 11,800 +34.9%  

水中サンドポンプ損料 843 1,100 +30.5%  

ゼネレーター運転 5KVA 2,299 2,574 +12.0%  

 

 
 

  

 

納 品 先 メールアドレス 
（ダウンロード販売のため必須） 

※ 製品は、9 月 17 日(木) から順次ご案内いたします。 
※ 納品形式は、ダウンロード販売となります。納品先メールアドレス宛にダウンロード URL を記載したメールをお送りいたします。 
※ 請求書は郵送いたします。翌月末日までに指定の銀行口座へお振込をお願いいたします。振込手数料はお客様にてご負担ください。 

 

 
※ ご記入頂いた個人情報は、製品の発送およびバージョンアップ、サポート情報、新製品のご案内等に利用いたします。 

詳しくは、当社ホームページのプライバシーポリシーをご覧ください。 
 
 

 

 
2026 年 9 月吉日 

 

※施工パッケージは非対応のため、アンカー工歩掛は国交省積算 平成 25 年度版で積算しています。 

材料費は、アンカーが約 5～12％、反力体は二次

製品で約 7％、現場打ち・吹付枠で約 34％上昇し

ています。 

特に現場打ちの算出で使用する鉄筋工は、「令和

８年度 国土交通省土木工事・業務の積算基準等

の改定」にて市場単価が廃止され、「土木工事標準

歩掛」に移行したため、単価が増加しております。 


